
CAN-DOリストの形での学習到達目標の設定状況

Q. CAN-DOリストの作成を行っていますか

出典／ベネッセコーポレーション　2013 年度「新課程レポートVol.1」コミュニケーションシート集計結果（７月２２日集計分）、

回答学校数416 校

作成済み
21.2%

作成中
22.4%

作成して
いない
50.0%

不明 6.5%

作成
43.6%

未作成
50.0%

英語

指導と評価の
一体化を目指した
CAN─DOリスト活用実践
４技能の総合的な育成や言語活動の充実、授業は英語で行うことを基本とするなど、
新課程の英語では、グローバル時代の要請に応じたさまざまな改善が求められている。
そこで、現場の教師が課題として感じているのが、
４技能の目標設定と評価の方法、それに基づいた指導改善の仕方だ。
今号では、指導と評価の一体化を行ってきた先進校の取り組みを通じて
英語の新課程指導のあり方を考える。

新課程

教科指導最前線
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富
山
県
立
砺
波
高
校
は
、
文
部
科
学
省

「
英
語
力
を
強
化
す
る
指
導
改
善
の
取
組
」

の
指
定
を
受
け
た
２
０
１
２
年
度
か
ら

「
発
信
型
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
の
研
究
と
そ

れ
を
軸
と
し
た
指
導
を
実
践
し
て
い
る
。

　

12
年
度
に
拠
点
校
事
務
局
長
を
務
め

た
山
本
昭
弘
先
生
は
、「
生
徒
が
卒
業
後
、

大
学
に
入
り
、
社
会
人
と
な
れ
ば
、
英
語

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
機

会
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
時
に
重
要
に

な
る
の
は
、
単
な
る
英
会
話
で
は
な
く
、

自
分
の
考
え
を
き
ち
ん
と
述
べ
、
相
手
を

納
得
さ
せ
ら
れ
る
話
題
を
自
ら
発
信
で
き

る
力
で
す
。
本
校
で
は
、
生
徒
や
保
護
者

か
ら
の
期
待
の
大
き
い
大
学
入
試
を
突
破

す
る
力
に
も
つ
な
が
る
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ

に
特
化
し
た
発
信
力
の
強
化
を
目
指
す
こ

と
に
し
ま
し
た
」
と
研
究
テ
ー
マ
決
定
の

経
緯
を
述
べ
る
。

　

同
校
は
、「
一
か
ら
考
え
る
と
い
っ
た

無
理
は
せ
ず
先
進
校
の
事
例
に
学
ぶ
」「
と

に
か
く
動
く
」
を
ス
タ
ン
ス
に
、
教
師
が

変
わ
ら
な
け
れ
ば
指
導
は
改
善
さ
れ
な
い

と
い
う
決
意
を
英
語
科
全
体
で
共
有
し
、

研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　
「
発
信
型
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
へ
の
到
達

を
ゴ
ー
ル
に
、
学
年
を
縦
軸
、
４
技
能
の

包
括
的
指
導
を
横
軸
と
し
たCA

N
-D

O

リ
ス
ト
を
作
成
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
先

進
校
で
あ
る
福
岡
県
立
香か

住す
み
が

丘お
か

高
校
の

取
り
組
み
を
参
考
に
し
て
、
１
年
生
前
期

を
グ
レ
ー
ド
１
、１
年
生
後
期
を
グ
レ
ー

ド
２
と
い
う
よ
う
に
し
て
グ
レ
ー
ド
６
ま

で
設
定
し
、
各
グ
レ
ー
ド
と
も
４
技
能
そ

れ
ぞ
れ
に
複
数
項
目
の
評
価
基
準
を
設
け

た
。
例
え
ば
、
リ
ス
ニ
ン
グ
の
11
は
「
Ｌ

11
」、
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
の
13
は
「
Ｓ
13
」

な
ど
、
数
字
が
大
き
い
ほ
ど
難
易
度
が
高

く
な
る
（
Ｐ
．22
図
１
）。

　

各
項
目
に
は
、
達
成
度
を
問
う
「Can-

D
o

」、必
要
度
を
測
る
「N

eeds

」
の
欄
を

設
け
、
生
徒
は
各
４
段
階
で
自
己
評
価
を

行
う
。
生
徒
は
「Can-D

o

」
を
重
視
す

る
が
、
教
師
は
「N

eeds

」
を
よ
り
注
視

す
る
。
達
成
度
よ
り
も
、
英
語
に
対
す
る

意
欲
が
低
い
方
が
問
題
だ
と
捉
え
る
か
ら

だ
。
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
回
答
を
し
た
生
徒
に

は
、
成
績
の
良
し
悪
し
に
か
か
わ
ら
ず
、

教
科
担
任
が
注
視
し
、
授
業
で
孤
立
し
て

い
る
よ
う
な
ら
グ
ル
ー
プ
の
作
り
方
を
変

え
る
な
ど
、
活
動
の
仕
方
を
工
夫
し
て
い

る
。

　

12
年
度
のCA

N
-D

O

リ
ス
ト
は
項
目

が
多
く
、
生
徒
が
自
己
評
価
を
行
う
の

が
難
し
か
っ
た
。
文
言
も
教
師
目
線
の
要

素
が
強
か
っ
た
た
め
、
13
年
度
分
は
、
各

グ
レ
ー
ド
の
評
価
項
目
を
１
年
生
は
３

項
目
、
２
・
３
年
生
は
４
項
目
に
ス
リ
ム

化
。
生
徒
が
各
到
達
目
標
を
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
よ
う
、
例
え
ば
「
英
文
を
読
み
、

辞
書
を
用
い
て
各
レ
ッ
ス
ン
の
全
体
の
概

要
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き
る
」
に
は
《
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
の
教
科
書
の

「Com
prehension

」
が
で
き
る
》
と
い

う
文
言
を
添
え
る
な
ど
、
具
体
的
な
状
態

目
標
を
明
記
し
た
（
Ｐ
．22
図
１
）。

　

こ
の
リ
ス
ト
は
、
生
徒
が
目
標
を
常
に

意
識
で
き
る
よ
う
、
授
業
で
使
う
フ
ァ
イ

ル
の
１
ペ
ー
ジ
目
に
添
付
さ
せ
て
い
る
。

富
山
県
立
砺
波
高
校

◎
２
０
１
２
年
度
に
文
部
科
学
省
「
英
語
力
を
強
化
す
る

指
導
改
善
の
取
組
」
の
指
定
を
受
け
、
国
際
人
と
し
て
必

要
な
「
発
信
型
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
の
指
導
に
つ
い
て
研
究

を
行
っ
て
い
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学　

◎
１
学
年
約
２
０
０
人

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
金
沢
大
、
富
山
大
、
名
古

屋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
６
２
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命

館
大
、
関
西
大
な
ど
に
延
べ
２
５
１
人
が
合
格
。

新課程　教科指導最前線 英語●指導と評価の一体化を目指したCAN-DOリスト活用実践

富
山
県
立
砺と

波な

み

高
校

ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
を
軸
に

英
語
に
よ
る
発
信
力
を

段
階
的
に
評
価

学
校
事
例　
１

富
山
県
立
砺
波
高
校

山
本
昭
弘

や
ま
も
と
・
あ
き
ひ
ろ
　

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。
教
務
主
任
。

英
語
の
学
習
に
対
す
る

生
徒
の
意
欲
を
注
視

英生

富
山
県
立
砺
波
高
校

往
蔵
健

お
う
く
ら
・
た
け
し
　

教
職
歴
21
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
英
語
科
主
任
。
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12
年
度
か
ら
は
英
語
に
よ
る
授
業
を
基

本
と
し
、
和
訳
は
プ
リ
ン
ト
の
形
で
生
徒

に
授
業
前
後
に
渡
す
。

　
「
教
師
が
英
語
を
使
う
こ
と
で
生
徒
の

英
語
力
は
伸
び
る
と
、
何
度
も
先
生
方
に

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
教
師
自
身
も
文
法
的

な
ミ
ス
が
ど
ん
ど
ん
減
り
、
英
語
力
が
向

上
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
山
本
先
生
）

　

授
業
は
本
時
の
目
標
を
明
確
に
す
る
こ

と
か
ら
始
ま
る
。
冒
頭
に
「
今
日
の
ポ
イ

ン
ト
は
Ｌ
11
」と
い
う
よ
う
に
、「T

onam
i 

Self-A
ssessm

ent Checklist

」
に
基
づ

い
て
目
標
を
伝
え
、
生
徒
と
教
師
が
目
標

を
共
有
し
て
授
業
に
臨
む
。

　

教
師
が
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
生
徒
自

身
が
英
語
で
話
し
た
り
考
え
た
り
す
る
場

面
を
出
来
る
だ
け
多
く
取
り
入
れ
る
こ
と

だ
。教
師
主
導
に
な
る
の
を
避
け
る
た
め
、

教
師
の
発
話
を
授
業
全
体
の
50
％
以
下
に

抑
え
る
と
い
う
基
準
を
設
け
た
。

　

教
材
も
工
夫
す
る
。
例
え
ば
、「H

ow
 

are you studying English?

」
と
い
う

質
問
に
１
０
０
〜
１
５
０
語
程
度
で
答
え

る
英
作
文
の
課
題
で
は
、
自
分
の
考
え
を

メ
モ
さ
せ
た
上
で
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行
い
、

口
頭
で
伝
え
さ
せ
て
か
ら
英
文
を
書
か
せ

る
。
時
間
は
掛
か
る
が
、
自
分
の
思
い
を

相
手
に
伝
え
る
過
程
を
踏
ま
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
と
共
に
ス
ピ
ー

キ
ン
グ
も
伸
ば
す
の
が
狙
い
だ
。

　

定
期
考
査
に
も
発
信
型
自
由
英
作
文
を

必
ず
出
題
す
る
。
１
年
生
の
定
期
考
査
で

は
「
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
が
子
ど
も
の
た

め
に
よ
い
と
い
う
人
が
い
る
が
、
あ
な
た

2012年度版
�������

�		 W13技能統合


���� �����

英語Ⅰの教科書の英文に、ほぼ正確にスラッシュを入れ、内容を理解で
きる。

�	� W13技能統合 ワークシート等の補助プリントを用いて、各レッスンの全体の概要をつか
むことができる。

�	� W13技能統合 英語Ⅰの教科書の英文をある程度の速さで、文と文とのつながりを意識
して読むことができる。

�	� 評価タスクＴ1 速読教材の長文を９０ｗｐｍで読むことができる。

�	� W13技能統合 週末課題のテキストを辞書の助けを借りながら、内容を推測しながらほ
ぼ理解することができる。

2013年度版
�������

�		 W13技能統合


���� �����

英文を読み、辞書を用いて各レッスンの全体の概要をつかむことができ
る。《コミュニケーション英語Ⅰの教科書の「Comprehension」ができる》

�	� W13技能統合 英文を読み、各パートごとに大意（あらすじ）をつかむことができる。《コミュ
ニケーション英語ⅠのTorFに答えることができる。ワークシートを記入できる》

�	� W13技能統合
800Headwordsの英文を、辞書の助けを借りずに、内容を推測しなが
らほぼ理解することができる。《Weekend-Powerやホームリーディング
の内容を理解できる》

���������

�		 W13技能統合


���� �����

JTE、ALTの簡単な指示はほぼ理解できる。

�	� W13技能統合 教科書の内容についての質問が理解でき、正しく答えることができる。
《コミュニケーション英語ⅠのCDを聞いて、Q&Aに答えることができる》

�	� W13技能統合 初めて聞く英文をほぼ正確に理解することができる。
《授業のはじめに行うHyper Listeningの内容を理解できる》

��������

�		 W13技能統合


���� �����

写真やイラストを見ながら、必要な情報を相手に伝えることができる。
《ペアでどの写真を示されても４～５文で要約できる》

�	� W13技能統合
ある簡単なテーマについて、自分の考えなどを自分の言葉で表現でき
る。《英語表現ⅠのＴ＆Ｔの授業の中で、レッスンの表現を使って自由に
会話ができる》

�	� W13技能統合 相手の話を聞き、質問などをして会話を継続することができる。
�������

�		 W13技能統合


���� �����

ある簡単なテーマについて、自分自身のことについて３文程度で書くこ
とができる。《Vision QuestのUse itを書くことができる》

�	� W13技能統合 英文の内容を、要約することができる。《コミュニケーション英語Ⅰのパー
トごとの内容をＫｅｙ Wordsを用いて50語程度で書くことができる》

�	� W13技能統合
教科書の内容について、自分の考えや意見を５文程度で書くことができ
る。《コミュニケーション英語Ⅰの各レッスンの最後に、与えられたテーマ
で感想を書くことができる》

���������

�		 W13技能統合


���� �����

日本人教師の英語での指示は、簡単なものであれば、大体理解できる。

�	� W13技能統合 ＡＬＴの英語での指示は、ネイティブスピーカーがゆっくり話せば、大体理
解することができる。

�	� S14技能統合 Everyday Conversationの英文を、ほぼ聞き取ることができる。

�	� W13技能統合 ＡＬＴがゆっくりと話したスモールトークを大体理解することができる。

�	� 評価タスクＴ2 初めて聞く英文をほぼ正確に理解することができる。
［GTEC（ベーシック）のリスニング］

��������

�		 W13技能統合


���� �����

JTE、ALTの問いかけに対して、Yes、No以外でも応答できる。

�	� W13技能統合 簡単な地図やイラストを見ながら、必要な情報を相手に伝えることがで
きる。

�	� W12技能統合 簡単な表現を用いて与えられたテーマについて、１分間程度のスピーチ
を行うことができる。

�	� Ｌ13技能統合 クラスメートのスピーチを聞いて、適切な質問をすることができる。

�	� W13技能統合 声の大きさ、イントネーション、アクセント、アイコンタクトに気をつけながら
相手に伝わるようにスピーチを行うことができる。

�������

�		 Ｓ12技能統合


���� �����

設定された状況について、平易な表現を用いて50～100語のスキット
を作ることができる。

�	� S13技能統合 １分間程度のスピーチを行うために、簡単な表現で50～100語の英文
を書くことができる。

�	� 評価タスクＴ6R11技能統合
英語Ⅰで読んだ内容をセクションごとに、自分の言葉で3文程度にまとめ
ることができる。

�	� W13技能統合 英語Ⅰで読んだ内容について3文程度で自分の意見をその理由を含め
て書くことができる。

�	� W13技能統合 １日の出来事を、3文で書くことができる。

CAN-DOリスト「Tonami Self-Assessment Checklist」
2012 年度版、2013年度版

図１

Needsで①、③と書いた生徒は、その後の指導において、教師は特に注意して見るようにしている。
＊学校資料を基に編集部で作成

生徒は自己評価を以下の４段階で行い、右の空欄に書き込む。
Can-Do（できる度チェック）
④ I can do this easily.　　　　 ③ I can do this almost every time.
② I can do this with diffi  culty.　① I cannot do this.
Needs（やりたい度チェック）
④ I can do this, and I want to do this more.　③ I can do this, so I don’t want to do this.
② I can’t do this, so I want to do this.　　　 ① I can’t do this, and I don’t want to do this.

定
期
考
査
の
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
は

教
師
間
で
採
点
基
準
を
統
一

定教

CA
N-DO

リ
ス
ト
を
意
識
し

英
語
に
よ
る
授
業
を
行
う

C

英
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　　※上図は、福岡県立香住丘高等学校のCAN-DOチェックリスト（東海大外国語教育センター・長沼 
　　　君主准教授および同校の永末温子先生が開発）を部分改訂してつくられたものです。 
　　　オリジナル版の評価デザインについては、長沼（2008）を参考にしてください。 
　　　（http://www.arcle.jp/research/books/data/html/data/pdf/vol2_3-3.pdf）



　

北
海
道
滝
川
西
高
校
は
２
０
０
７
年
度

にSELH
i

の
指
定
を
受
け
、
活
動
中
心

の
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
授
業
、CA

N
-

D
O

リ
ス
ト
を
活
用
し
た
指
導
と
評
価
の

一
体
化
の
研
究
に
３
年
間
、
取
り
組
ん
で

き
た
。
そ
の
成
果
を
受
け
、
12
年
度
か
ら

は
文
部
科
学
省
「
英
語
力
を
強
化
す
る
指

導
改
善
の
取
組
」
を
行
う
。
研
究
の
焦
点

はSELH
i

で
培
っ
た
英
語
教
育
の
基
盤

を
、
新
課
程
や
５
つ
の
提
言
と
具
体
的
施

策
で
提
示
さ
れ
た
方
向
に
よ
り
マ
ッ
チ
し

た
形
に
修
正
・
具
体
化
す
る
こ
と
だ
。
木

村
滋
雄
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
本
校
で
はSELH

i

の
指
定
校
の
時
か

らCA
N
-D

O

リ
ス
ト
を
活
用
し
、
到
達

目
標
を
意
識
し
た
授
業
を
実
践
し
て
き
ま

し
た
。
目
標
設
定
・
評
価
・
指
導
改
善
は

一
連
の
流
れ
で
行
う
の
が
理
想
で
す
が
、

本
校
の
そ
れ
ま
で
のCA

N
-D

O

リ
ス
ト

は
項
目
が
多
く
、
必
ず
し
も
指
導
改
善
に

結
び
付
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
13
年
度

か
ら
は
、CA

N
-D

O

リ
ス
ト
の
実
効
性

を
高
め
る
た
め
に
、
シ
ラ
バ
ス
と
一
体
化

さ
せ
た
も
の
を
新
た
に
作
成
し
、
指
導
と

評
価
の
一
体
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　

ま
ず
、
生
徒
の
実
態
、
シ
ラ
バ
ス
と
の

連
動
、
具
体
的
な
評
価
方
法
を
意
識
し

て
、
科
目
ご
と
に
活
動
と
時
期
を
明
記

し
、CA

N
-D

O
リ
ス
ト
の
項
目
を
修
正
、

整
理
、
厳
選
（
Ｐ
．25
図
２
）。
更
に
、
各

活
動
が
新
課
程
で
求
め
ら
れ
て
い
る
評
価

の
４
観
点
の
何
に
該
当
す
る
の
か
を
整
理

し
、シ
ラ
バ
ス
上
に
示
し
た（
Ｐ
．25
図
３
）。

CA
N
-D

O

リ
ス
ト
と
シ
ラ
バ
ス
を
一
体

的
に
用
い
る
こ
と
で
、
評
価
の
４
観
点
と

英
語
の
４
技
能
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
指
導
に

組
み
込
む
こ
と
が
出
来
た
。

　

授
業
は
基
本
的
に
ほ
ぼ
全
て
英
語
で
行

わ
れ
、
シ
ラ
バ
ス
に
基
づ
い
て
同
校
が
独

自
に
作
成
し
た
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
（
配
布
用

印
刷
物
）
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
る
。

　

同
校
で
は
、
１
年
生
の
４
〜
６
月
に

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
基
礎
」（
１

単
位
）、
７
〜
３
月
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
」（
３
単
位
）、
２
年
生
は

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ
」、
３
年

生
で
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語

Ⅲ
」「
英
語
表
現
Ⅰ
」
を
配
置
。
こ
の
履

修
進
度
に
応
じ
てCA

N
-D

O

リ
ス
ト
の

ス
テ
ッ
プ
１
〜
４
の
各
到
達
目
標
と
到
達

期
限
を
設
定
し
た
。
指
標
は
英
検
の
級
と

GT
EC

の
グ
レ
ー
ド
で
、
卒
業
ま
で
に
英

検
２
級
取
得
とGT

EC

の
グ
レ
ー
ド
４

（
４
４
０
〜
５
１
９
）
到
達
が
目
標
だ
。

　

各
単
元
の
授
業
の
基
本
的
な
タ
ス
ク
の

順
序
は
次
の
通
り
。
①
帯
活
動
│Sm

all 

新課程　教科指導最前線 英語●指導と評価の一体化を目指したCAN-DOリスト活用実践

SELH
i 

の
経
験
を
踏
ま
え

CA
N-DO

リ
ス
ト
を
改
訂

SC

イ
ン
プ
ッ
ト
↓
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の

流
れ
で
英
語
運
用
力
を
高
め
る

イ流

北
海
道
滝
川
西
高
校

C
A
N

│D
O

リ
ス
ト
と
シ
ラ
バ
ス
の

一
体
化
で
、
生
徒
が
自
身
の

英
語
力
を
客
観
的
に
把
握

学
校
事
例　
２

は
ど
う
思
う
か
」
と
尋
ね
て
２
文
程
度
で

答
え
る
問
題
を
出
し
た
。
採
点
で
は
、「It 

m
akes m

e happy.

」
の
よ
う
な
意
味
の

な
い
解
答
に
は
加
点
し
な
い
、
生
き
物
の

大
切
さ
が
分
か
る
具
体
的
な
解
答
を
評
価

す
る
な
ど
、
採
点
基
準
を
統
一
し
た
。

　

当
初
、
教
師
は
、
生
徒
が
英
語
に
よ
る

授
業
に
つ
い
て
こ
ら
れ
る
か
と
不
安
を

抱
い
て
い
た
が
、
生
徒
は
予
想
以
上
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
心
配
は
ひ
と
ま
ず
杞き

憂ゆ
う

に
終
わ
っ
た
。
た
だ
、
中
に
は
、
英
語

へ
の
苦
手
意
識
を
ぬ
ぐ
い
切
れ
ず
に
、
英

語
学
習
へ
の
意
欲
が
更
に
低
く
な
っ
た
例

も
あ
っ
た
と
い
う
。
英
語
科
主
任
の
往お

う

蔵く
ら

健た
け
し

先
生
は
、「
生
徒
が
気
軽
に
質
問
に
来

ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
た
り
、
英
語

の
授
業
以
外
で
も
日
常
的
に
声
を
掛
け
た

り
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切

に
な
る
と
思
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

今
後
も
生
徒
の
到
達
度
を
見
な
が
ら
、

CA
N
-D

O

リ
ス
ト
を
見
直
し
て
い
く
。

　
「CA

N
-D

O

リ
ス
ト
は
完
成
し
て
終
わ

り
で
は
な
く
、
日
々
の
授
業
に
取
り
入
れ

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
生
徒
の
状
況
に
応

じ
て
定
期
的
に
見
直
し
が
必
要
で
す
。
今

後
は
デ
ー
タ
の
収
集
や
定
期
考
査
に
よ
る

評
価
方
法
の
改
善
な
ど
も
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
山
本
先
生
）

23 August  2013



T
alk

や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
活
動
な
ど
を
生

徒
の
様
子
や
授
業
内
容
に
応
じ
て
選
択
↓

②
背
景
知
識
│
オ
ー
ラ
ル
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
、
短
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
↓
③
理
解
活
動
│Listening

活
動
か

らReading
活
動
へ
↓
④
取
り
込
み
活

動
（Intake

）
│O

utput

に
効
果
的
に

つ
な
げ
る
た
め
の
音
読
を
適
宜
選
択
↓
⑤

表
現
活
動
（O

utput

）
│
リ
テ
ル
、
デ
ィ

ク
ト
グ
ロ
ス
、
サ
マ
リ
ー
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
、
発
表
な
ど
を
約
２
時
間
で
実
施
し
、

Input

↓Intake

↓O
utput

と
い
う
流

れ
の
中
で
英
語
の
運
用
力
を
高
め
て
い
く
。

　

ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
は
、
ま
ず
は
１
人
の
教

師
が
作
成
す
る
。
そ
れ
を
担
当
教
師
間
で

検
討
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
修
正
し
た

も
の
を
生
徒
に
配
布
す
る
。
教
師
全
員
が

同
じ
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
使
い
指
導
す
る
こ

と
で
、
全
て
の
生
徒
に
一
定
の
質
の
授
業

を
保
証
し
て
い
る
。
13
年
度
に
赴
任
し
た

畑
野
好
美
先
生
は
、「
ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
は
、

イ
ン
プ
ッ
ト
か
ら
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
流
れ

で
英
語
の
運
用
力
を
高
め
る
本
校
の
指
導

法
を
具
現
化
し
て
い
る
も
の
で
し
た
。
赴

任
し
た
ば
か
り
の
私
も
ス
ム
ー
ズ
に
授
業

が
出
来
ま
し
た
し
、
授
業
は
英
語
で
行
う

こ
と
を
基
本
と
す
る
新
課
程
の
指
導
を
自

信
を
持
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
」と
語
る
。

　

活
動
中
心
の
授
業
に
し
て
か
ら
宿
題
量

は
増
や
し
た
。堀
秀
和
先
生
は
こ
う
話
す
。

　
「
授
業
で
出
来
る
こ
と
・
出
来
な
い
こ

と
を
分
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

授
業
は
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
な
ど
学
校
で
し
か

出
来
な
い
こ
と
を
行
う
場
で
す
。
一
方
、

文
法
な
ど
の
基
礎
事
項
は
授
業
だ
け
で
は

習
得
が
難
し
い
の
で
、
副
教
材
な
ど
で
家

庭
で
も
学
習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
本

校
に
は
家
庭
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
な

い
生
徒
が
多
い
の
で
、
年
度
当
初
に
年
間

の
家
庭
学
習
の
内
容
と
提
出
時
期
を
一
覧

表
に
し
、
最
初
は
強
制
的
に
提
出
さ
せ
ま

す
。
自
分
の
力
で
副
教
材
の
内
容
が
理
解

で
き
た
と
い
っ
た
小
さ
な
成
功
体
験
を
繰

り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
発
的
に
学
び

に
向
か
う
生
徒
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　

CA
N
-D
O

リ
ス
ト
と
指
導
と
評
価
の

一
体
化
の
狙
い
は
、
教
師
が
到
達
目
標
達

成
を
目
的
に
行
っ
た
授
業
や
定
期
考
査
な

ど
の
指
導
を
、自
ら
客
観
的
に
振
り
返
り
、

１
時
間
の
授
業
の
流
れ
や
タ
ス
ク
の
実
施

方
法
、
中
・
長
期
的
な
授
業
の
横
の
つ
な

が
り
を
見
直
す
た
め
の
授
業
改
善
の
シ
ス

テ
ム
（
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
）
を
構
築
す

る
こ
と
と
、
生
徒
が
自
分
の
課
題
に
自
ら

気
付
き
、
弱
点
克
服
に
向
け
て
学
習
方
法

を
考
え
る
力
や
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
に

あ
る
。
つ
ま
り
、
教
師
と
生
徒
が
共
に
そ

れ
ぞ
れ
の
課
題
を
分
析
し
、
共
に
改
善
に

取
り
組
む
こ
と
で
授
業
に
一
体
感
を
生
み

出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、CA

N
-D
O

リ
ス
ト
に
基

づ
い
て
授
業
や
定
期
考
査
な
ど
で
評
価
項

目
を
設
定
し
、
生
徒
が
自
己
評
価
を
行
う

機
会
を
多
く
設
け
る
。
例
え
ば
、
授
業
冒

頭
に
は
必
ず
「
今
日
は
ｆ
と
ｖ
と
th
の
発

音
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と
と
、
リ
ス

ニ
ン
グ
の
内
容
が
分
か
る
こ
と
が
目
標
」

な
ど
と
、
本
時
の
目
標
を
伝
え
、
学
習
内

容
を
意
識
さ
せ
る
。ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
で
は
、

各
活
動
に
生
徒
が
自
己
評
価
・
他
者
評
価

を
行
う
欄
を
設
け
た
。
各
自
が
自
身
の
達

成
度
を
測
り
な
が
ら
授
業
は
進
む
。

　

定
期
考
査
で
は
、
シ
ラ
バ
ス
で
の
評
価

観
点
を
各
設
問
で
明
示
す
る
。
生
徒
は
、

答
案
返
却
後
に
自
分
の
足
り
な
い
と
こ
ろ

を
確
認
で
き
、
教
師
の
評
価
に
か
か
る
負

担
も
軽
減
さ
れ
る
。
ま
た
、
定
期
考
査
の

結
果
を
打
ち
込
め
ば
、
観
点
別
評
価
に
リ

ン
ク
し
、
自
動
的
に
計
算
さ
れ
結
果
が
グ

ラ
フ
化
さ
れ
る
「
観
点
別
評
価
計
算
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
」
を
表
計
算
ソ
フ
ト
で
作
成
、

更
にGT

EC

や
英
検
、
模
試
の
よ
う
に
、

生
徒
自
身
も
何
が
出
来
て
、
何
が
出
来
な

か
っ
た
の
か
を
グ
ラ
フ
で
視
覚
的
に
把
握

で
き
る
個
人
票
が
配
布
可
能
な
シ
ス
テ
ム

を
作
成
し
た
。
こ
れ
を
使
っ
て
、
生
徒
は

自
身
の
課
題
を
自
己
評
価
し
、
各
技
能
を

北
海
道
滝
川
西
高
校

◎
２
０
０
７
年
度
に
文
部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
・
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（S

E
LH

i

）

研
究
開
発
校
、
12
年
度
に
「
英
語
力
を
強
化
す
る
指
導
改

善
の
取
組
」
の
指
定
を
受
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
カ
テ
ィ
ブ
な
指

導
と
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
・
ビ
ジ
ネ
ス
科
／
共
学　

◎
１
学
年
約
２
８
０
人　

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立

大
は
、
小
樽
商
科
大
、
北
海
道
教
育
大
、
室
蘭
工
業
大
、
弘

前
大
な
ど
に
17
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
札
幌
学
院
大
、
北

海
学
園
大
、北
海
道
医
療
大
な
ど
に
延
べ
１
１
６
人
が
合
格
。

北
海
道
滝
川
西
高
校

堀
秀
和

ほ
り
・
ひ
で
か
ず
　

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
２
年
目
。
生
徒
指
導
担
当
。

自
己
評
価
を
す
る
場
面
を
増
や
し

自
分
で
弱
点
を
把
握
さ
せ
る

自自

北
海
道
滝
川
西
高
校

木
村
滋
雄

き
む
ら
・
し
げ
お
　

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
３
年
目
。
生
徒
会
指
導
担
当
。

北
海
道
滝
川
西
高
校

畑
野
好
美

は
た
の
・
よ
し
み
　

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
１
年
目
。
教
務
担
当
。
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伸
ば
す
た
め
の
目
標
を
立
て
て
い
る
。

　

自
己
評
価
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
生
徒

は
客
観
的
に
自
分
の
英
語
力
を
分
析
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
、
畑
野
先
生
は
語
る
。

　
「
英
語
が
苦
手
な
生
徒
は
『
文
法
が
分

か
ら
な
い
か
ら
嫌
い
』
な
ど
と
言
う
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
本
校
の
生
徒
は
『
言

い
た
い
こ
と
が
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
か

ら
苦
手
』と
言
い
ま
す
。
自
己
評
価
で
も
、

『
初
見
の
文
章
を
読
む
の
が
苦
手
』
と
い

う
よ
う
に
、
ど
う
す
れ
ば
う
ま
く
英
語
を

使
え
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
観
点
で
勉

強
の
仕
方
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
生
徒
が
増
え
た
の
も
、
教
材
の
工
夫
と

日
々
の
自
己
評
価
の
積
み
重
ね
の
お
か
げ

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
畑
野
先
生
）

　

成
果
は
着
々
と
上
が
り
、SELH

i

指
定

校
の
時
と
比
べ
て
も
、
生
徒
の
英
語
力
は

大
幅
に
伸
長
。英
検
は
13
年
６
月
段
階
で
、

２
年
生
の
８
割
が
準
２
級
を
取
得
。
数
年

前
ま
で
２
人
程
だ
っ
た
２
級
取
得
者
は
３

年
生
で
10
人
程
に
な
っ
た
。
大
学
入
試
で

も
、
推
薦
入
試
で
東
京
都
の
難
関
私
立
大

の
合
格
を
勝
ち
取
る
生
徒
も
現
れ
た
。

　
「
本
校
の
生
徒
は
高
校
入
試
の
得
点
率

は
50
％
前
後
で
、
成
績
上
位
層
ば
か
り
が

入
学
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
生
徒
で
も
、CA

N
-D
O

リ
ス
ト
や

ハ
ン
ド
ア
ウ
ト
を
工
夫
す
れ
ば
、
英
語
に

よ
る
活
動
中
心
の
授
業
は
可
能
な
こ
と
を

示
せ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
木
村
先
生
）

　

今
後
もCA

N
-D
O

リ
ス
ト
に
よ
る
評

価
を
基
に
指
導
改
善
を
進
め
て
い
く
。

＊学校資料を基に編集部で作成

＊学校資料から抜粋して編集部で作成

普通科CAN-DOリスト（新課程用）図２

「コミュニケ－ション英語Ⅰ」のシラバス（抜粋）図3

Step1 ［英検４級～３級　GTEC GRADE1（0～299）～２（300～379）程度］
　　　　 コミュニケーション英語基礎終了時までに

到達目標 ・あらかじめ準備をして、自己紹介や、学校、町の紹介などについてのスピーチができる。
�������	 ・あらかじめ準備をして、自己紹介や、学校、町の紹介などについてのスピーチができる。


�������	・初歩的な英語（実用英検３級リスニング第１部、第2部、教科書程度）であれば、短い会話やモノローグを
聞き、概要を理解できる。

�����	
・初歩的な英文（実用英検３級程度の短い手紙・Eメール・会話文等）であれば、初見で英文を読み、概要
を理解できる。
・教科書レベルの英文（コミュニケーション英語基礎）であれば正確かつ流暢に音読できる。

������	 ・50語程度で自己紹介や家族、学校、町の紹介などのスピーチ原稿が書ける。

Step2 ［英検３級程度、GTEC GRADE2（300～379）程度］コミュニケーション英語Ⅰ終了時までに

到達目標 ・あらかじめ準備をしてスピーチができ、スピーチの内容についての質問に答えることができる。

�������	
・身近なことに関しての簡単な質問に２文以上で答えることができる。
・キーワードや絵を頼りにすれば、教科書の内容を話すことができる。
・あらかじめ準備をして、絵や写真などを用いた簡単なスピーチ（Show&Tell）をすることができる。


�������	・簡単な英語（実用英検３級リスニング第３部程度）であれば、比較的長い会話やモノローグを聞き、概要
を理解できる。

�����	
・簡単な英文（実用英検３級の説明文程度）であれば、初見で読み、概要を理解できる。
・教科書レベルの英文（コミュニケーション英語Ⅰ）であれば正確かつ流暢に音読できる。

������	

・３人以上のグループであれば、教科書レベルの英文を聞いて、その内容を再生できる。（ワークシートで評
価）

・簡単なスピーチ（Show＆Tell）の原稿を70語程度で書くことができる。
・身近なことや教科書の内容について意見、感想などを70語程度の簡単な英語で書くことができる。

Step３-1 ［英検３級～準２級程度、GTEC GRADE３（380～439）程度］
　　　　　　コミュニケーション英語Ⅱ終了時までに
到達目標 ・既習のレッスンであれば、教科書の内容を英語で説明することができる。

�������	
・既習のレッスンであれば、自分でメモを取った後、教科書の内容を英語で説明することができる。
・あらかじめ準備をして、自分の関心のある話題とその理由についてスピーチすることができる。


�������	
・実用英検準２級リスニング第１部、第２部、教科書程度の短い会話やモノローグを聞き、概要を理解でき
る。
・実用英検準２級、教科書程度であれば、比較的長い会話やモノローグを聞き、概要を理解できる。

�����	 ・実用英検準２級程度の短い手紙・Eメール・会話文等を初見で読み、概要を理解できる。
・実用英検準2級程度の比較的長い説明文等を初見で読み、概要を理解できる。

������	
・ペアで協力すれば、教科書レベルの英文を聞いて、その内容を再生できる。（ワークシートで評価）
・70語程度でスピーチの原稿とその理由を書くことができる。
・身近なことや教科書の内容について、70語程度で意見、感想などとその理由を書くことができる。

Step３-2 ［英検準２級程度、GTEC GRADE３（380～439）程度］
　　　　　　2年生後期終了までに（英会話終了時までに）＊英会話を選択した生徒

到達目標 ・既習のトピックについてであれば、ＡＬＴやJTEと3分間程度の会話を続けられる。
�������	 ・身近なトピックについてであれば、ＡＬＴやJTEと3分間会話を続けられる。

�������	・日常生活の中でよくある場面についての英語のダイアローグを聞き概要を理解できる。

Step４-1 ［英検準２級～２級、GTEC GRADE４（440～519）程度］コミュニケーション英語Ⅲ終了時までに

到達目標 ・与えられたトピックについて、自分の考えや感想を英語で話すことができる。
�������	 ・与えられたトピックについて、自分の考えや感想を話すことができる。


�������	
・実用英検２級第１部、第2部、教科書程度であれば、短い会話・モノローグを聞き、概要を理解できる。
・実用英検２級、教科書程度であれば、比較的長い会話やモノローグを聞き、概要を理解できる。

�����	
・実用英検２級程度の短い手紙・Eメール・会話文等を初見で読み、概要を理解できる。
・実用英検２級程度の比較的長い説明文等を初見で読み、概要を理解できる。

������	 ・与えられたトピックについて、自分の意見や感想を100語程度で書くことができる。

Step４-2 ［英検準２級～２級、GTEC GRADE４（440～519）程度］英語表現Ⅰ終了時までに

到達目標 ・与えられたトピックについて、ディスカッションやマイクロディベートをすることができる。

�������	
・与えられたトピックについて、賛成・反対とその理由を話すことができる。
・与えられたトピックについて、JTEやALTの立論に対し、理由をつけて反ばくすることができる。

������	

・与えられたトピックについて、自分の考え（賛成・反対）とその理由を100語程度で書くことができる。
・聞いた立論の内容の要点（賛成・反対、理由の数、理由の内容など）を再生できる。
・与えられたトピックについて、JTEやALTの立論に対し、反論とその理由を100語程度の分量で書くことが
できる。

授業計画（前期末まで）

LESSON1

Do You 
Understand 
This Emotion?

評価方法評価規準月

６

単元名 学習内容
評価の観点

④③②①

●●
R②●

観

メールで使われる顔
文字の意味を学ぶ。
・時制、進行形、接
続詞、助動詞

初見リーディ
ングテスト
小テスト（後
日）

コミュニケーションに関心を持ち、積極的に言語活動
を行い、コミュニケーションを図ろうとする。
簡単な英文（実用英検３級の説明文程度）であれ
ば、初見で読み、概要を理解できる。
英語の学習を通して言語やその運用についての知
識を身につけるとともに、その背景にある文化などを
理解している。

LESSON4

Sports over 
Nationality?

６
〜
７

●●
R

●
W

●
W

スポーツと国籍の関
わりについて学び、
自分の好きなこと、
趣味についての英
文を書く。
・to 不定詞、
 It is ～to 不定詞

ライティング
課題
小テスト（後
日）

身近なことや教科書の内容について意見、感想など
を７０語程度の簡単な英語で書こうとしている。
身近なことや教科書の内容について意見、感想など
を70語程度の簡単な英語で書くことができる。
英語の学習を通して言語やその運用についての知
識を身につけるとともに、その背景にある文化などを
理解している。

LESSON3７
〜 ●●

R
●
W

●
W

動物が人を助けるス
トーリーを学ぶ。

ロールプレイキーワードや絵を頼りにして、教科書の内容を話そう
としている。

新課程　教科指導最前線 英語●指導と評価の一体化を目指したCAN-DOリスト活用実践

ど
う
す
れ
ば
英
語
が
う
ま
く
な
る
か

生
徒
は
自
ら
学
習
方
法
を
考
え
る

ど生
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